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Ⅰ．2014年12月期 
  業績概要について 
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国内事業への経営資源の集中と、最大限の合理化実行にて、 
          大幅なコスト圧縮と利益率向上を実現 

2014年度 
（累計） 

2013年度 
（累計） 

前年比 主な増減要因 

売上高 483 461 +4.7% 
売上高全体に関しては前年比4.7%の増収となり、
コンテンツ事業売上は27.9%の増収となった。 
（前年度においては、その他事業を含む為） 
また、原価に関しては、サービスクォリティは向
上させつつも、システム等の合理化を図り、徹底
した効率化とコスト削減を実施。それにより、
サービス運営費用及びロイヤリティ費用等の圧縮
を実現し、売上総利益率は大幅に向上した。 

売上総利益 272 16 +1,512.5% 

販売管理費 982 1,440 ▲31.8% 

原価同様に、海外事業の整理や人員体制の合理化
と、全体的なコスト削減を実行し、販売管理費全
体を大幅に圧縮した。但し、2015年度以降に向
けたコンテンツ事業成長の為、プロモーションに
関しては効率化を図りながら拡大した。 

営業利益 ▲710 ▲1,423 - 
主軸であるコンテンツ事業成長による増収と「デ
ジタリオ社」の子会社化、更に原価及び販売管理
費全体の徹底的なコスト圧縮により、赤字幅は大
幅に減少した。但し、黒字化に向けては引き続き、
更なる事業成長が課題であり、継続して収益拡大
と各種コスト抑制を行う。 

経常利益 ▲691 ▲1,357 - 

当期純利益 ▲782 ▲2,202 - 
（単位：百万円） 

2014年12月期 連結P／L 
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その他事業 

コンテンツ事業（フィーチャーフォン） 

コンテンツ事業（スマートフォン） 

コンテンツ事業におけるスマートフォン売上の成長増加と、 
  ”デジタリオ”子会社化により前年同期比 77.3％の成長 

（百万円） スマートフォン売上 
前年同期比 

150 ％ 増加 
主な増減要因 

スマートフォン 
売上 

収益拡大に向けて、スマートフォンユーザー
を中心とし、効率を重視したプロモーション
を強化。システム及びサービスクォリティの
向上により、会員継続率が上昇すると共に、
顧客売上単価も向上。 

フィーチャーフォン 
売上 

スマートフォンへの切り替えによって、市場
全体が縮小傾向となっているが、一定数の継
続会員基盤を維持。スマートフォンに比べて
は限定的な範囲にて、早期投資回収できるプ
ロモーションに限って会員獲得は継続。 

その他 

第4四半期より新たに子会社化した「デジタリ
オ」でのフィールドサービス事業、通信メ
ディア事業、ビジネスソリューション事業が
加わり、売上高の拡大に寄与。 

2014年度 

売上高の推移 

2013年度 
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国内電子書籍サイトの統合により売上原価を大幅に削減 
利便性向上とプロモーション効果で会員数・DL数は増加 

（百万円） 

2014年度 

売上原価の推移 

主な増減要因 

固定費 
サイト統合に際して、システムの切り替えを実
施。稼働安定化し、固定費に関しては圧縮した
状態で維持継続している状況。 

ロイヤリティ 
会員数及びダウンロード数等は増加するも、
サービス運営の効率化等を図り、ロイヤリティ
費用等の変動原価も圧縮。 

デジタリオ 
フィールドサービス事業、通信メディア事業、
ビジネスソリューション事業等の新規事業原価 

2013年度 
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徹底した合理化を行うことで支出体質を改善 
      ストック型のビジネスモデル構築に向けた 
             最適なプロモーション手法を展開 

（百万円） 

2014年度 

主な増減要因 

人件費 
地代家賃 
その他 

海外事業の完全撤退を行い国内事業へと回帰集
中する中で、ビジネス及び損益構造を見直し、
希望退職制度による人員縮小や、オフィス規模
縮小など、徹底した合理化を行うことで支出体
質を改善。 

広告宣伝費 

 
 
2015年度以降に向けた事業成長の為、プロ
モーションに関しては効率化を図りながら拡
大。 
継続率とARPU（月間平均顧客単価）を最重要
指標と設定し、最適なプロモーション手法を展
開することで、1会員あたりの獲得単価は前期
と比較し大幅減少。スマートフォンで利用する
有料会員数は順調に増加し、ストック型の売上
構成に転換。 
 

販売管理費の推移 
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配信可能タイトル・ジャンル拡大及び、 
サイト利便性向上により有料会員数も着実に増加 

スマートフォン有料会員数の推移 

0  

10,000  

20,000  

30,000  

40,000  

50,000  

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

■スマートフォン課金対象会員数の推移 

（人） 

第2四半期 第4四半期 第3四半期 

サイト統合と 
システム切替により 

一時的に減少 
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継続率の高いアクティブユーザー比率と 
版面（巻単位）DL数向上より、顧客単価が大幅に上昇 

■会員一人当たりの顧客売上単価の推移 

（円） 

■ファイル別でのダウンロード数の推移 

（BS/DL数） （版面/DL数） 

※「版面」とは、コミック単行本等を1巻（冊）単位で販売するファイルであり、 
 「BS」とは主に1巻の中に掲載されている各話を1話単位で販売するファイル。 
      例）版面1巻…500円 BS1話…50円 等の販売価格（ポイント） 

顧客売上単価 / ファイル別購入数の推移 
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Ⅱ．2014年12月期 
  事業進捗について 
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2014年12月期のトピックス 

“リストラクチャリング”の完了 

海外事業の完全撤退を行い、国内事業に回帰集中する事により、 
ビジネス構造と財務体質の改善を実行。 
 

“新経営体制”への移行完了 

“デジタリオ”の子会社化完了 

事業拡張性を高めるべく、持株会社と事業会社とに分離。 
経営陣の増強と、東京本社移転を行い、事業推進効率性を高める。 

クラウド及びITソリューションを手掛ける「株式会社デジタリオ」
を子会社化。新サービスの開発運営を促進する。 

１ 

２ 

３ 
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  海外事業の完全撤退と国内事業への回帰集中 

① リストラクチャリングの完了 

徹底した合理化を図り、ビジネス構造の基盤を改善 

2013年12月末時点 

98名 
※うち、海外30名 

【従業員数推移】 

2013年12月末時点 

子会社：9 
支店：2 

【海外拠点数推移】 

2014年12月末時点 

子会社：0 
支店：0 

2014年12月末時点 

6名 
※うち、海外0名 

2013年12月末時点 

キャリア：14 
その他：26 

【海外サービス数推移】 

2014年12月末時点 

キャリア：0 
その他：0 

2013年12月末時点 

6サイト 

【国内サービス数推移】 

2014年12月末時点 

1サイトへ 

統合し合理化 

2013年12月末時点 

自社独自開発 

【配信システム】 

2014年12月末時点 

協業パートナー 
システムへ移管 

して効率化 

2013年12月末時点 

自社独自開発 

【閲覧ビューワー】 

2014年12月末時点 

大手ベンダー 
ビューワー導入 

して利便化 
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  持株会社と事業会社への分離 

② 新経営体制への移行完了 

事業拡張性を高め、機動的に新規事業及びM&A等を実行 

＋ 

“新生”SmartEbook.com 
   （持株会社） 

新規事業の創出 

経営体制の強化 
事業拡大及びコーポレー
ト・ガバナンスの強化を
図る為、会社経営に対し
て豊富な経験と高い見識
を有す取締役3名増員。 

電子書籍事業 

本店の移転 
国内事業に対する協業
パートナー企業等との連
携を効率化する為、 
本社機能を東京へ移転。 

新設分割 

α  
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  株式会社デジタリオを100%子会社化 

③ デジタリオの子会社化完了 

IT及びクラウドを活用した新サービス展開等を促進 

クライアント様 デジタリオ 

システムエンジニアリング提供 
①フィールドサービス事業 

公衆無線LAN等のインフラ整備 
②通信メディア事業 

クラウドソリューション・デバイス提供 
③ビジネスソリューション事業 

× 

グループシナジー戦略プラン 

①クラウドソリューションを活用した、電子書籍サービス機能拡充。 
②WiFi設置チェーン店舗等向け、デジタルコンテンツサービス展開。 
③電子書籍バンドル型、スマートフォンデバイス販売展開…等々。 
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Ⅲ．2015年12月期 
  今後の戦略について 
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2015年12月期 現在までのトピックス 

“新規事業”の開始と“新子会社”の設立 

M＆Aを活用した業容拡大を促進する為に「投資銀行部」を新設。 
また、子会社として“クレジット決済代行会社”「フォーサイドペイ
メントゲートウェイ」を新設し、「GMOペイメントゲートウェイ株
式会社」との業務提携にて、課金決済事業を拡大。 

“スマートコミュニティ事業”本格開始 

“モビぶっく”のリニューアルオープン 

子会社デジタリオにて、協業パートナーとの連携により、大手コンビ
ニエンスストアの「電力・温度管理」ICTソリューション受注開始。 

サービス名称を「モビぶっく」へ改め、スマートフォン・パソコン
向けサイトを大幅リニューアルし、サービスクォリティを向上。 

１ 

２ 

３ 

ホールディングス 
「SmartEbook.com」 

子会社 
「デジタリオ」 

子会社 
「フォーサイドブック」 
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ホールディングス 

  コンテンツを基軸にトータル領域をカバー 

①新規事業の開始と新子会社の設立 

コンテンツ・技術・課金に加え更なるリソースも拡充 

ユ
ー
ザ
ー
様
／
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
様 

テクノロジー領域 

システム開発・運用 

クラウドソリューション 

通信インフラ整備 

コンテンツ領域 

電子書籍配信 

スマホアプリ配信 

＋ 

ペイメント領域 

クレジット決済 

課金決済の提供 

※2015年1月新設 

デジタルコンテンツ・アプリケーションの提供 

人材派遣・受託開発 

パッケージ提供 

設営運用保守 

各社のリソースにて、ユーザーとコンテンツを繋
ぐ流通体制をカバーし、新規事業立ち上げ・協業
拡大・M＆A等、「投資銀行部」も新設し、積極的
に、業容拡大を推進する。 

投資銀行業務 
α  
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  電力・温度管理 ICTソリューション展開 

②スマートコミュニティ事業本格開始 

新たな事業基盤の創出に向けた取り組みも推進 

東日本旅客鉄道株式会社子会社である「株式会社JR東日本リテールネット」展開の 
 コンビニエンスストア「NEWDAYS」へ、エネルギー監視ICTソリューションを導入。 

電
力
・
温
度
の 

見
え
る
化 

※ITビジネスプランニング社・渡辺電機工業株式会社との協業展開 
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  総合電子書籍サイト『モビぶっく』（http://s.mobi-book.com/） 

③モビぶっくのリニューアルオープン 

新たなパソコン・タブレットユーザーの新規獲得を推進 

新規ロゴマーク 

パソコン・タブレット向けサイト スマートフォン向けサイト 

※NTTドコモ“dmenu”書籍総合ランキング1位獲得（2015年1月末現在） 
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  事業拡張性高い企業形態を活用し業容拡大 

ロードマップ 

2014年再生・2015年再建・2016年再成長を着実に実行 

2014 

2015 

2016 

＝再生期＝ 

 ●リストラクチャリング 
 ●電子書籍事業構造改善 
 ●企業形態及び経営体制再編 
 ●デジタリオ社の子会社化 

＝再建期＝ 

 ●電子書籍事業の拡大 
 ●デジタリオ事業の拡大 
 ●ﾌｫｰｻｲﾄﾞﾍﾟｲﾒﾝﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ事業拡大 
 ●事業会社間協業の拡大 
 ●新規事業の立ち上げ 
 ●新規協業の促進 
 ●新規M＆A等検討（投資銀行部の新設） 

＝再成長＝ 

 インターネット 
  スマートフォン 
   ビジネス市場で 
    更なる業容拡大 
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参考資料 
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SmartEbook.comグループについて 

会社名 株式会社SmartEbook.com （持株会社） 

  会社概要 

所在地 

設立日 2000年3月31日（2002年10月10日 JASDAQ上場） 

資本金 1億円（発行済株式総数 21,942,700株） 

経営陣  代表取締役 假屋 勝 ・ 取締役会長 泉 信彦 ・ 取締役 飯田 潔 

グループ 
会 社 

(株)フォーサイドブック：電子書籍配信事業・スマートフォンアプリ配信事業 
(株)デジタリオ：通信インフラ・ネットワーク設計構築・SEサービス関連事業 
(株)フォーサイドペイメントゲートウェイ：クレジットカード決済代行事業 

常勤監査役 法木 右近 ・ 監査役 田辺 一男 ・ 監査役 瀬山 剛 

社外取締役 濱田 卓二郎 ・ 社外取締役 伊藤 尚之 

顧 問  法律顧問 シティユーワ法律事務所 

東京都中央区日本橋室町3-3-1 E.T.S.室町ビル12階 

事 業 ・株式等の保有を通じたグループ企業の統括及び管理等 
・投資銀行業務（2015年1月新規事業開始） 
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会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
従 業 員 
資 本 金 
事業内容 

  会社概要 

  展開事業内容等 

子会社：(株)フォーサイドブックの概要 

docomo総合1位電子書籍ストア    
 最新作や往年の人気コミックから、 
 雑誌・ライトノベル・文芸作品な 
 ど、幅広いジャンルの作品を、豊 
 富なラインナップで提供 

…その他、 
 ストアプラットフォーム提供 
 ビューワーアプリケーション提供 
 配信コンテンツの流通取次 
 書籍デジタルファイル制作 
 Web及びアプリマーケティング提供 

アプリ流通展開   
各種プラット
フォームへの配
信と、プロモー
ション含めたア
プリの流通展開 

：株式会社フォーサイドブック 
  （SmartEbook.com100％子会社） 
：佐藤 亮平 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1  
：2014年11月14日 
：2名 
：1,000万円 
：電子書籍配信事業 
 スマートフォンアプリ配信事業 
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：株式会社デジタリオ 
 （SmartEbook.com100％子会社） 
：重野 真一 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1 
：2008年1月9日 
：50名 
：4,000万円 
：通信インフラ関連事業 
 ネットワーク設計構築事業 
 SEサービス関連事業 

■通信インフラ関連事業 
 ●移動通信設備に関するエンジニアリング 
  ・無線基地局建設 
  ・通信環境調査 

■ネットワーク設計/構築 
 ●ネットワークインテグレーション 
  ・ネットワーク設計/構築 
  ・ファイアーウォール設計/構築 

■SEサービス関連 
 ●サーバエンジニア 
  ・Windows UNIX系設計/構築 
  ・汎用機、仮想化等設計/構築 
  ・保守、運用/監視 
 ●N/Wエンジニア 
  ・N/W設計、構築/動作検証 
  ・保守、運用/監視 

■プログラム開発 
 ●受託システム開発 
 ●客先常駐によるシステム開発 
 ●DB設計/構築、運用サポート 

■クラウドソリューションの販売 
 ●リモートアクセスツールの販売 
 ●タブレット端末導入支援 

■コンサルタント業務 
 ●システムサポートサービス( 常駐型/巡回型) 
 ●コンサルティング業務 
 ●IT化推進サポート 
 ●マイグレーション推進サポート 
 ●コスト削減計画の推進サポート 

  会社概要 

  展開事業内容等 

子会社：(株)デジタリオの概要 

会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
従 業 員 
資 本 金 
事業内容 
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：株式会社フォーサイドペイメントゲートウェイ 
 （SmartEbook.com100％子会社） 
：假屋 勝 
：東京都中央区日本橋室町3-3-1 
：2015年1月15日 
：2名 
：3,000万円 
：クレジットカード決済代行事業 
 加盟店・ユーザーサポートサービス 
 決済導入コンサルティング 
 

  会社概要 

  展開事業内容等 

子会社：(株)フォーサイドペイメントゲートウェイの概要 

会 社 名 
 
代 表 者 
本   社 
設   立 
従 業 員 
資 本 金 
事業内容 

サービスの流れ 提供サービス 
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株式会社SmartEbook.com 

―免責事項について― 
 
 

 本資料に記載されております計画や見通し、戦略など歴史的事実でないものは本資料の作成時点において入手可能な情報に 
基づく将来の業績に関する見通しであり、これらには様々なリスク及び不確実性が内在しております。 
実際の業績はかかるリスク及び不確実性により、これらの見通しとは異なる結果をもたらしうることをご承知おきください。 
 かかるリスク及び不確実性には、市場リスク、日本円と米ドルとその他外貨との為替レートの変動、その他情報通信関連事業
を取巻く様々なリスク及び当社が継続して業務を展開する上で不可避の潜在的リスクである経済状況、サービスの成否、他社と
の競争状況などが含まれますが、これらに限定されるものではない不確実性が含まれていることをご留意ください。 
 
なお、本資料の著作権やその他本資料にかかる一切の権利は株式会社SmartEbook.comに属します。 


